豊島は 僕より 一 年 前に 仏文 を 出た 先輩 だから、 親し 

く 話し をす るよう になった の は、 寧ろ 最近の 事で ある _ 

僕が 始めて 豊島与 志 雄と 云う 名 を 知った の は、 一 高の 

校友会 雑誌に、 「褪紅色の 珠」 と 云う 小品が 出た 時 だろ 

う。 それが どう 云う 訳 か、 僕の 記憶に は 「登 志 雄」 と 

して 残った。 その 登 志 雄が 与 志 雄と 校正され たの は、 

豊 島に 会って からの 事だった と 思う。 

初めて 会った の は、 第三 次の 新 思潮 を 出す 時に、 本 

郷の豊 国の 二階で、 出版元の 啓 成 社の 人た ちと 同人と 

の 会が あった、 その 時の 事で ある。 一番 隅の 方へ ひつ 

こんでいた 僕の 前へ、 紺鉼の 着物 を 着た、 大柄な、 色 



の 作品 を 注意して 読んで いた 所 を 見る と、 やはり 僕の 

興味 は豊 島の 書く 物に 可成 強く 動かされ ていたの かも 

知れない。 

それが 今日で はだんく お 互に 下らない 事 もしゃべ 

リ 合うよう な 仲に なった。 尤も それ は 何時から だか 

はっき リ 分らない。 三 土 会な どが 出来る 以前から だ つ 

たような 気 もす るし、 以後から だった ような 気 もしな 

い 事 はない。 

豊島は 作品から 受ける 感じと よく 似た 男で ある。 誰 

か、 V それ を 洒落れ て、 「豊島 は 何時でも 秋の 中に いる」 

と 形容した、 そう 云う 性格の 一 面 は 世間で もよ く 知つ 
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